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第一章 

こうして子どもたちの居場所＋αが生まれた 
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・学生スタッフが他団体

に気を使わず使える

活動場所の確保 

・デイと事務所が一体に

なることで、学生たち

の学びも深まる 
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第二章 

空き物件の福祉転用を考える
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1 もともと福祉施設だった建物を別の事業種別の福祉施設に転用する場合は、用途変更不要です。他にも

例外はありますが、かなり限定的です。 
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2 2006 年 1 月、長崎県の認知症グループホーム「やすらぎの里さくら館」で火災。7 名死亡。この結果、

消防法施行令が改正され、防火管理者の選任義務付けと消防設備の設置義務の厳格化。スプリンクラーの

義務付けが、延べ面積 1000 平米から 275 平米までの施設へと拡大。 

 2009 年 3 月、群馬の無届け高齢者施設「たまゆら」で火災。10 名死亡。防火管理者の選任が必要とさ

れる 30 人には 3 人満たない施設で、火災報知器もなかった。この後、厚生労働省は無届け施設にも有料老

人ホームとしての届け出を促し、スプリンクラー設置補助 1 平米あたり 9000 円を開始。消防長会が避難
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訓練マニュアルを作成。 

 2010 年 3 月、札幌の認知症グループホーム「みらいとんでん」で火災。7 名死亡。延べ面積は 248 平米

で、スプリンクラー設置対象外。 

2013 年 2 月、長崎市の認知症グループホーム「ベルハウス東山手」で火災。4 名死亡。 
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3 牧野友弘（2014）『空き家問題 1000 万戸の衝撃』祥伝社新書 

 長嶋修（2014）『「空き家」が蝕む日本』ポプラ新書 
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子どもたちの居場所はきっと見つけられる 

～空き物件を NPO の協働で効果的に福祉転用する方法～ 

 

        発行 特定非営利活動法人そら 

        2015 年 6 月 25 日 発行 


